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評価方法
と基準

教科書等

　　授業の概要

この授業は、１年生で学習した生物学を工学で展開するための橋渡しとしての授業である。また、同時に進行する「微生物
学実験」の内容を理解することを目的とする。

平成27年度　沼津工業高等専門学校シラバス

蓮実　文彦

物質工学科
Microbiology

１単位 HASUMI Fumihiko

２年

科目

微生物学 後期

担当

ガイダンス、総論 微生物学の歴史①

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

１．微生物の種類とその働きの概要を説明できる。
２．遺伝子工学以外の方法による微生物分類の概要を説明できる。
３．バッチで培養された微生物の増殖過程で起きる変化を説明できる。
４．微生物が行う、タンパク質合成制御の概要を説明できる。

微生物学の歴史②

分類と命名 微生物の分類と命名

各論 微生物学各論（細菌）
微生物学各論（放線菌）
微生物学各論（真菌）
微生物学各論（酵母）
中間試験

酵素 微生物酵素
微生物酵素（活性測定)

増殖 微生物の増殖
微生物増殖過程の測定

遺伝 微生物遺伝①（遺伝子関連分子)
微生物遺伝②（セントラルドクマ）
微生物と分析技術

期末試験
微生物学遺伝③（発現制御機構）

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験　４０％，期末試験　５０％、課題・授業ノート　１０％

バイオテクノロジー　久保他（大学教育出版）



(©

7�

hW �K

²

Ô ³

´

µ

¶

o²�

o³�

o´�

oµ�

o¶�

o·�

o¸�

o¹�

oº�

o²±�

o²²�

o²³�

o²´�

o²µ�

o²¶�

o²·�

o²¸�

o²¹�

o²º�

o³±�

o³²�

o³³�

o³´�

o³µ�

o³¶�

o³·�

o³¸�

o³¹�

o³º�

o´±�

�
H[
î!^

EnLq

ÚH[ÛBThW²®ðëÝìģJ§ñ(©ôñ�üsö$�îp��©áû�
èýĤBThW³®ðëÝìģC�æþ
éěĒğċàúóJ§ñ(©ôñ�üsö$�áû�
èýĤÚ!^ÛC�æþéěĒğċ¹±¬ģJ§ñ(©ôñ�üsö
$�²±¬«(©ð¥ÿýp��©ĦĥĠ

%n�=ñ(©L

�z
²¯�©ù�¨ěĒğċqòÖ¿»¼½½«Ö#%�
Ğ%�B�XVÖG�n%iñE|(ISQð	eèýåîâÜüõè×

³¯BT��æþýE�ò4�BTâ�ÿþý-ïäîø²�¤�ðEnh@4E�ô�tçìäêæÝ×

(©ÕØ����cñ�=îs=�OÙ

(©ÕØ����cñ�=îs=�OÙ

(©ÕØ����cñ�=îs=�OÙ

�wÕØćĖĂ� ¡�ñ�=î��FñY'Ù

�wÕØćĖĂ� ¡�ñ�=î��FñY'Ù

(©«ØćĖĂ� ¡�ñ�=î��FñY'Ù

(©«ØćĖĂ� ¡�ñ�=î��FñY'Ù

(©«ØćĖĂ� ¡�ñ�=î��FñY'Ù

(©«ØćĖĂ� ¡�ñ�=î��FñY'Ù

�wÕØăĘĈñj�Ù

(©ÕØăĘĈñj�Ù

(©ÕØ`�ČċęĂĕñ��Ù

(©ÕØ`�ČċęĂĕñ��Ù

�M�¤�©

(©ÕØ����cñ�=îs=�OÙ

(©Ďğċñ�)ð¥èýp��©

(©ÕØ`�ČċęĂĕñ��Ù

�wÕØ����cñ�=îs=�OÙ

(©ÕØ`�ČċęĂĕñ��Ù

ĐĜĄĘĕ%yĞE|hW
ġĐĜĄĘĕ*�nhñöĢ

(�A�
ġĐĜĄĘĕ*�nhñöĢ

(�A�ñěđĚ
ġĐĜĄĘĕ*�nhñöĢ

ÕÕBThW

ÑaX�%�ó�O�%ñ��ð¥èý(©g?�Ā�6èýåîÒ(©áû,ã�æþýd�Ā�©gðd�èýåîÓ%y=PĀ"�L
ðõî÷C�íãý}�Ā ÞåîĀhWîèý×

BT�f

ăāĉĝĈ ăāĉĝĈÕĞÕ&E|«Ğ«ěĒğċA,Ð«�w«Ø`�ČċęĂĕñ��Ù

(©ð¥èý_y¾

ÕÕBTñU�

NnhíòÖaX�%ð¥èý(©g>[Ā�6èý×aX�%ñ�wâõê(IæþìÝïÝåîĀz<çìÖ�wĀ(Ièý×(©Ċğē
âr�çéx�ðěĒğċĀC�èý

NR%yĞE|hWġNnñöĢ

?�{ñm�g5�î��Ā~�èý;3

~bn%ñ=PĀm�ñ��ð9ßì9eèý}�

/%?�ñ+£gk�Ā��gð]eèý}�

�áï�¦:�îĆĔĖčąğćėĝ}�

(�g?�{îçì�fgð~0l¢Āuvèý$�

1=³¸23ÕZ\/Tªq+£%RćĘďĈ

ħ2

nh

c�/%(©ġaX�%(©Ģ �2

@4

#.D8

c�/%n ÂÆÄÉÇÍÎÌÏġÀÊÃ«ÁÇËÂÆÄÉÇÍÎÌÏ«ÈÀÁ¯¾ÊËÌÅÀÊÇÂl Chemistry exp.) ĩ°Ĩ�� OOKAWA Masashi



3Í

C�

�i ¨[

Ö

ö ×

Ø

Ù

Ú

�Ö(

�×(

�Ø(

�Ù(

�Ú(

�Û(

�Ü(

�Ý(

�Þ(

�ÖÕ(

�ÖÖ(

�Ö×(

�ÖØ(

�ÖÙ(

�ÖÚ(

�ÖÛ(

�ÖÜ(

�ÖÝ(

�ÖÞ(

�×Õ(

�×Ö(

�××(

�×Ø(

�×Ù(

�×Ú(

�×Û(

�×Ü(

�×Ý(

�×Þ(

�ØÕ(

¥�Xn
Đ*r

T�\�

=I×Ü>?÷mo;eÎ�7Ä0cįŃĹİ

œ>

��

z±;03Íō�` 03ÍŎ �^

M@

,:SD

z±;0� çêéíëñòðóōåîèÏæëïçêéíëñòðóÏìåæÓÑAnalytical Chemistry exp.) ŕÔŔ!� OOKAWA Masashi

÷÷OeĔf�

�` 03Íĕŏ�B�ÿhúĒ 03ÍĔ*�ĥĒĊŐ*�~Ē2FŊ2¾�`ĥ´ĉĎŏĪŃİ'�Ğ-�ĒđhúĒ'�Ğ��Ĕ#ġJ
þXŏ3ÍĴŋĲĔ¤ÂāğėĴŋĲ�{ŏņļŋĵĔIĒđ�BĔ3Íē�$kĒ�ËēčþĎ0ĘŐ

_c0�ŊT��iō_�ĔěŎ

K��Ĕ�
~A�Đ°	ĥ� ĊĢH?

�x�0ĔIaĥ�
Ĕ�«ēEĀĎE|ĊĢ��

;0K�Ĕ7Ä~�ĥ�µ~ēp|ĊĢ��

®ĂĒ)ÈG ĐĮľŀķĭŋįŁŉ��

3²~K��ĐĉĎ£}~ē�<�Ãĥ��ĊĢ.�

3Í4ø3Í'�Ĕ#ġJþXœ

ĺŇĬŃĿ0�ŊT��i
ōĺŇĬŃĿ6¯��ĔěŎ

3²N¿
ōĺŇĬŃĿ6¯��ĔěŎ

3²N¿ĔņĻŅ
ōĺŇĬŃĿ6¯��ĔěŎ

÷÷Oe�i

ÑÖÒ3Íē#ġ�Ĝ*_.�ĥ{¢ĊĢćĐăďĄĢŐ
Ñ×Ò3ÍēC�Ē*_~Rŏ3ÍĸŋĵĔ\ĄXō3ÍĔ¤ÂŏsqĔv?£�ĒđŎŏĴŋĲ�{ō]�U/ĔJþXŏ3Í�Ĕ�£�{Ē
đŎŏņļŋĵĔIĒđŏK��ĐĉĎ³ē�ĆĒĆģĖĒĠĒþ*_~Ăč½�ĒK�ĥ�Íĥ´ĉĎ{¢ĉ³ē�ĆĢćĐăďĄĢŐ

Oe£}

ĪĦĳŉİ �` 03ÍĔf�¨[ōįŃĹİ¨[Ŏŏ3ÍĔ1�ēÆĊĢĪĦĳŉİ

3Í4ø3Í'�Ĕ#ġJþXŒ

�%t2ēÆĊĢ¬�āğėu�ōsqĔv?£�Ŏŏ5¾'�Ŋ-�ĔJþX¬�

2¾�`ēÆĊĢ¬�ŏ3ÍĸŋĵĔIXnÏÏÏÏÏÏÏÏŏ�%t2ōirsqĔª�ŏ+¼sqĔi2Ŏ

�^�Å¦Í

3Í�5ĔV{ŏ½¾�`ēÆĊĢ¬�ŏ½¾�`3Ír�

3ÍXnēÆĊĢ�¤¦Í

3Í�5ĔV{āğėĴŋĲ�{ēčþĎŖ]�U/ŏ3Í�Ĕ�£�{Ēđ

�%t2ōl¼ ĶĵńħĿsqĔi2ŏıŋĳwĔ2¾ŖňŅĳŋnŎ

½¾�`ôō�¼Á�Ĕ�¼ĦĨŉĔ2¾Ŏ

½¾�`õō�¼Á�Ĕ�¼ĦĨŉĔ2¾Ŏ

3Í�5ĔV{ŏņļŋĵI

�Ö9ÇĦĨŉĔ�ÉŊd�

�Ø9ÇĦĨŉĔ�ÉŊd�

¼ º�t2ō¸ĽŉĪŉ¼ĩńħĿt2Ŏ

¼ º�t2ēÆĊĢ¬�āğėu�

¼ º�t2ōłħ�t2Ŏ

īņŋĵt2ēÆĊĢ¬�āğėu�ŏņļŋĵI

īņŋĵt2Ĕr�ō�ÀirsqŏâáäßsqĔª�Ŏ

īņŋĵt2ō�Qt2nŏ¹Lt2nŎŏy�Ć

ûXnüOe�iÑÖÒēčþĎŏZÊĔ3ÍęĔ#ġ�ě.�Đ�¤¦ÍĂĠ¥�ĊĢŐOe�iÑ×ÒēčþĎŏP�Ĉģ
ċņļŋĵāğėZÊĔ3ÍęĔ#ġ�ě.�ĂĠ¥�ĊĢŐû*rüP�ĈģċņļŋĵÝÕÐŏZÊĔ3ÍęĔ#ġ�ě
.�ÖÕÐÏ3ÍēÆĤĢ�¤¦ÍŒőŌ

0�IĔ3Í\

��
ÖÓ¦ÍĞ©Ìņļŋĵ�ĕøãßàââÏø,0¥�Ŋ0�O�jgøW»�0�ĔT�3Ydbē�|ĊĢćĐăýġĚĊù

×ÓOe"¡ĈģĢT&ĕ@§Oeă�ĤģĢ8ĒąĐĝÖ·Å�ēT��M@T&ę¶�ĉĎąČĈþù



¢�

;


v` �P

Å

Ø Æ

Ç

È

É

~Å�

~Æ�

~Ç�

~È�

~É�

~Ê�

~Ë�

~Ì�

~Í�

~ÅÄ�

~ÅÅ�

~ÅÆ�

~ÅÇ�

~ÅÈ�

~ÅÉ�

~ÅÊ�

~ÅË�

~ÅÌ�

~ÅÍ�

~ÆÄ�

~ÆÅ�

~ÆÆ�

~ÆÇ�

~ÆÈ�

~ÆÉ�

~ÆÊ�

~ÆË�

~ÆÌ�

~ÆÍ�

~ÇÄ�

�	Ne
ñ i

I}Q�

2@ÆË34Ùdf/\½�)´%YĉĚđĊ

ħ3

}v

�V�%Ò �S

C8

".H<

o¨/%} Analytical Chemistry I Ħ-
�� OOKAWA Masashi

ÙÙE\ô]�

_Üòjhôl4ô�{eĂ%öÚ��óýþcúÿÛ
°! 2�ô�qĂ%ăí�ðÚ7°Ú7! Ú6°Ú6! âýö��jhô×ÑĂ*êÿÛ

UY%�ğI�v`ġU}ôùĢ

B��ô|�u9�ñ¦�Ă��êÿ?4

�m}%ô@WĂ|�ô�¡ó=áï=rêÿ��

/%B�ô)´ux£Ă�«uógrêÿ��

¤ãò�·>�ñĈĕĘĐćĠĉęĞ��

'©uB��ñéï�suó�0y³Ă��êÿ#�

ÔÒ���ĤFº�Ĥ��G�ĤR�J$

ĒĝĆĚĖ%�ğI�v`
ġĒĝĆĚĖ(¥}vôùĢ

'©D²
ġĒĝĆĚĖ(¥}vôùĢ

'©D²ôĜēě
ġĒĝĆĚĖ(¥}vôùĢ

ÙÙE\v`

ÀÅÁÔÒ���ĤFº�ĤR�J$Ăq�ðåÿĥ
ÀÆÁjhôl4��Ĥ×Ñô��Ĥ2�&Jô��ĤDJ¶Jğ(J¶Jô��äðåÿĥ
ÀÇÁ°! ô&�Ĥ°! 2�äq�ðåÿĥ

E\�s

ąĄČĞĊ ĉĚđĊô�PĤ�V�%ô]�Ĥ�%ôìúôJ%u z

jhôl4ÀÅÁīėěl4Ĥt�p

jhôl4ÀÆÁīėě�pĤ××ÖĤ××ÕĤĆĚĖ8±Ĥ�&l4ġ�&4ğ8±l4Ģ

�VĎĠċô�þAà

2���ô zġĦĢ�%�=5Ú2�&J

2���ô zġħĢ2�l4ô��óràÿe�

�S�µ�¼

�S�µ�¼ô��Ĥ°! 2�ġĦĢī°! ô&�

°! 2�ġħĢī°�¹&Jñ! �¹&J

°! 2�ġĨĢījhô×Ññ°�¹&JĦ

°! 2�ġĩĢījhô×Ññ°�¹&Jħ

°! 2�ġĪĢī��jh

k�

�ST�¼

�¼�Zª�âýöëô��

:ST�¼

ÝNeÞE\v`ÀÅÁÂÀÇÁóîàïõĤ+čĊďâýö&S�¼ð�	êÿĥÝ iÞ&S�¼ÌÄ¿ġ�S�µÆÄ¿Ĥ�SSTÊÄ¿ĢĤk�
ġ »ģ�%��ĢÆÄ¿

��b¸�ÙMn z�V�%k�Ù��nÚ¯1§L

��
ÅÃ�¼ü »ĜĔĠď�õÚÓÎÏÐÐ¾Ú"%�	ğ%�E�a^ÚK®}%wôI�'O[Xó�rêÿçñäßþøêÛ

ÆÃE\��èĀÿI�õ8�E\ä�āĀÿ,òæñûÅµ�óI}vC8I�÷¬�éïæíèàÛ



講義

必修

目標 説明
1
2

○ 3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

　　授業の概要

　本事件では、微生物の染色、顕微鏡による観察、培養、微生物由来の酵素活性と培養条件との関係、単離された微生
物の同定までを取り上げた。実験に先立ち、不足する知識を解説する講義時間を設けた。

平成27年度　沼津工業高等専門学校シラバス

蓮実　文彦

物質工学科 Exp. Microbiology ８/３単位 HASUMI Fumihiko

２年

科目

微生物学実験 後期

担当

ガイダンス、総論 シラバスの説明、講義（無菌操作）

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

１．細菌のグラム染色ができる。
２．細菌の液体培養と固体培養ができる。
３．いくつかの微生物由来酵素の活性測定ができる。
４．確認培地を用いて腸内細菌群の同定試験ができる。

講義（顕微鏡のしくみと取り扱い方）

講義（酵素活性の測定方法）

講義（微生物遺伝①）
講義（微生物遺伝②）

実験テーマ１ 実験１（顕微鏡による微生物の観察（グラム染色を含む）
実験１（同上）

中間試験 ×
実験テーマ２ 実験２（落下細菌の培養及び大腸菌群数の測定）

実験２（同上）
実験テーマ３ 実験３（アミラーゼ産生菌のスクリーニング及びアミラーゼ活性の測定）

実験３（同上）
実験テーマ４ 実験４（大腸菌の生育曲線の測定と酵素活性との関係）

実験４（同上）
実験テーマ５ 実験５（グラム陰性菌の同定）
後期末試験 ×
実験テーマ５ 実験５（同上）

片付け
まとめ

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

実験レポート　６０％、実験ノート　３０％、実験態度（服装、集中力、探求心）　１０％

実験テキスト（物質工学科編），バイオテクノロジー　久保他（大学教育出版）、
微生物実験バボガイド　堀越他（講談社サイエンティフィック）


